
平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日
提
出

質

問

第

三

六

三

号

政
治
資
金
規
正
法
上
の
「
寄
附
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

原

口

一

博
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政
治
資
金
規
正
法
上
の
「
寄
附
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
治
資
金
規
正
法
一
二
条
一
項
一
号
ロ
の
「
寄
附
を
し
た
者
」
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
を
行
え
ば
同
法
二
五
条
一
項
三
号
の

虚
偽
記
載
罪
が
成
立
す
る
が
、
そ
も
そ
も
「
寄
附
を
し
た
者
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
、
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一
�

政
治
資
金
規
正
法
で
は
「
寄
附
」
と
は
「
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
又
は
交
付
」
と
定
義
さ
れ
て

い
る
が
、
「
供
与
」
と
「
交
付
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
意
味
か
。

�

Ａ
が
政
治
団
体
Ｘ
に
現
金
で
政
治
資
金
の
寄
附
を
行
お
う
と
し
た
場
合
、
Ａ
が
Ｘ
に
直
接
現
金
を
交
付
し
た
場
合
に

は
、
Ａ
か
ら
Ｘ
へ
の
供
与
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
一
方
、
Ａ
�
Ｂ
�
Ｘ
と
現
金
が
移
転
し
、
Ｘ
に
対
す
る
現
金
の

交
付
が
Ｂ
の
名
義
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
供
与
は
Ａ
�
Ｘ
で
あ
り
、
Ａ
�
Ｂ
、
Ｂ
�
Ｘ
は
、
い
ず
れ
も
「
交
付
」
な
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
場
合
、
Ｘ
は
、
自
己
に
対
し
て
Ｂ
か
ら
「
交
付
」
が
あ
っ
た
以
上
、
そ
れ
が
「
寄
附
」
に
当
た
る
の

で
、
寄
附
者
と
し
て
Ｂ
を
記
載
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。
要
す
る
に
、
寄
附
の
定
義
で
、
「
供

一



与
」
だ
け
で
は
な
く
「
交
付
」
も
含
む
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
金
の
拠
出
者
Ａ
で
は
な
く
Ｂ
か
ら
寄
附
を
受
け

と
っ
た
場
合
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
は
、
寄
附
者
と
し
て
Ｂ
を
記
載
す
べ
き
と
い
う
の
が
政
治
資
金
規
正
法
の
趣
旨

な
の
で
は
な
い
の
か
。

二
�

政
治
団
体
の
会
計
責
任
者
が
、
個
人
甲
名
義
で
金
銭
の
交
付
、
振
込
等
の
方
法
で
行
わ
れ
た
寄
附
を
受
領
す
る
に
際

し
、
そ
の
資
金
が
、
当
該
個
人
が
所
属
す
る
企
業
乙
か
ら
拠
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
場
合
、
政
治
資
金
収

支
報
告
書
に
「
寄
附
を
行
っ
た
者
」
と
し
て
、
甲
、
乙
、
い
ず
れ
を
記
載
す
べ
き
な
の
か
。
甲
と
記
載
し
た
場
合
に
虚
偽

記
載
罪
が
成
立
す
る
の
か
。

�

政
治
団
体
Ｃ
名
義
で
金
銭
の
交
付
、
振
込
等
の
方
法
で
行
わ
れ
た
寄
附
を
受
領
す
る
に
際
し
、
そ
の
資
金
が
同
団
体
の

代
表
者
が
所
属
す
る
企
業
Ｄ
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
場
合
、
「
寄
附
を
行
っ
た
者
」
と
し
て
記
載
す
べ
き
な
の
は

Ｃ
か
Ｄ
か
。

三

Ｖ
社
が
政
党
支
部
Ｗ
に
一
〇
〇
万
円
の
寄
附
を
現
金
で
行
う
に
際
し
て
、
Ｖ
社
の
担
当
者
が
、
Ｗ
の
会
計
責
任
者
に
対
し

て
、
「
当
社
の
名
前
が
収
支
報
告
書
に
出
な
い
よ
う
に
裏
で
お
願
い
し
ま
す
。
領
収
書
は
要
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
場
合
、

二



政
治
資
金
規
正
法
二
二
条
の
六
の
「
匿
名
に
よ
る
寄
附
」
に
該
当
す
る
の
か
。

四
�

Ｆ
が
個
人
で
政
治
団
体
Ｇ
に
、
政
治
資
金
の
寄
附
を
行
う
に
際
し
て
、
Ｇ
の
会
計
責
任
者
に
対
し
て
、
知
人
Ｈ
の
名
刺

を
出
し
、
Ｈ
名
義
の
領
収
書
の
交
付
を
受
け
た
場
合
、
政
治
資
金
規
正
法
二
二
条
の
六
の
「
本
人
以
外
の
名
義
の
寄
附
」

に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

�

Ｐ
社
が
政
党
支
部
Ｑ
に
一
〇
〇
万
円
の
寄
附
を
振
込
で
行
う
に
際
し
て
、
Ｐ
社
の
名
義
が
収
支
報
告
書
に
出
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
、
子
会
社
Ｒ
に
一
〇
〇
万
円
を
送
金
し
て
、
同
社
名
義
で
Ｑ
宛
に
送
金
さ
せ
、
Ｑ
か
ら
Ｒ
宛
の
寄
附
の
領
収

書
の
発
行
を
受
け
た
場
合
、
政
治
資
金
規
正
法
二
二
条
の
六
の
「
本
人
以
外
の
名
義
の
寄
附
」
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
の

か
。

�

「
寄
附
を
行
っ
た
者
」
と
い
う
の
が
、
質
問
一
で
確
認
し
た
よ
う
に
「
交
付
」
を
含
み
、
寄
附
と
い
う
「
行
為
」
を

行
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
資
金
を
拠
出
し
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
と
、
「
本
人
以
外
の
名
義
の
寄
附
」
と
は
上
記
�
の
場

合
で
あ
り
、
�
の
場
合
は
含
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


